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刊行のことば

　本書は，平成元年度における研究の概要及び事業の経過について報告する

ものです。

　本年度は，『E体語の母音，子音，音節一調音運動の実験音声学的研究』

（報告100），『研究報告集（ll）誰（報告101），『場面と場面意識麟（報告102），

『国定読本用語総覧4一第三期あ～て一』（国語辞典編集資料4），『話しことば文

脈付き用語索引（2）談話語の実態』「話しことばの文型』f速記叢書講談演説集』

信語処理データ集4），奮外来語の形成とその教育』（日本語教育指導参考書16），

『敬語教育の基本問題（上）』（日本語教育指導参考書17），『国語年鑑』（1989），

『昭和63年度国立国語研究所年報（40）』を刊行しました。

　当研究所の研究及び事業を進めるにi当たっては，例年のように地方研究員

をはじめ，各種委員会の委員，各部門の研究協力者や被調査者の方々の格言

の御協力を得ています。また，調査について，各地の都道府県及び市町村教

育委員会，学校，幼稚園，図書館等の御配慮を仰いでおります。その他，長

年にわたって当研究所に寄せられた大方の御厚意に深く感謝いたしますとと

もに，今後とも今までと同様の御支援が得られますよう切にお願いいたしま

す。

　　平成2年9月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立国語研究所長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水　谷　　　修
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所

平成元年度調査研究のあらまし

研究所の機構は次の通りである（平成2年3月31日現在）。

翠
∴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　コ

庶務部一一一［難護一m図舗1
　　　　　　　　　　　　　　「一第　研究室

言灘灘馨濡蕾「亡霧⊇羅奎
　調査研究

諦鰍部一一一［翻蕪
　国民の雷語使用に関する科

　学的調査研究

三塁霧懸一瞬｛雛妻
　に関する科学的調査研究

言語教育研究部 第一研究室

　国民に対する国語の教育に

　関する科学的調査研究
　　　　　　　　　　　　　　　　第一研究室

情報資料研究部　　　　　　　　　　第二研究室

　国語及び国罠の書語生濤に　　　　電子計算機シス
　　　　　　　　　　　　　　　　テム開発研究室
　関する情報資料の科学的調

　査研究及びこれに墓つく情　　　 国語辞典

即戦n［瀦究簗

第二研究室

現代語の文法に関する調査研究

磁束語の語彙に関する調査研究

現代語の文字・表記に関する調査研究

社会生活における言語使用及び伝達効果に関する調査研究

音声及び文字に関する実験的研究

方雷に関する謂査研究

近代語に関する調査研究

言語能力に関する調査研究

情報資料の評価法及び活用法の調査研究及びこれに基づく情報資料の提供

清塩資料の収集。保存法の調査研究

言語の電子計算機処理及びそのプログラムの開発に関する調査研究

日本語教育センター

外国人に対する臼本語教育に

関する基礎的実際的調査研究

及びこれに基づく研修教材

作成等の指導普及に関する業

務

第三研究室

第四研究室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　教材開発蜜

用例を収録した国語辞典の編集に関する調査研究及びこれに基づく辞典の編

集に関する業務

日本語教育に関し，日本語の音声，文字，語彙及び文法並びに臼本人の言語

行動様式に関する調査研究並びにこれに基づく教育内容に関する調査研究

日本語教育に関し，目本語と欧米諸書語との女寸照研究及びこれに基づく外国

人の母語別，学習欝的高等による教育方法に関する調査研究

日本語教育に関し，B本語と東南アジア諸書語との対照研究及びこれに基づ

く外国人の母語別，学習閉的別等による教育方法に関する調査研究

日本語教育に関し，日本語と中国語，朝鮮語等との対照研究及びこれに基づ

く外国人の母語別，学習目的別等による教育方法に関する調査研究

臼本語教育に従事し，又は従事しようとする者に対する一般的基礎的な研修

に関する調査研究及びこれに基づく研修会等の開催

日本語教育に関する基本的教材・教異の開発に関する調査研究及びこれに基

づく教材・教具の作成，提供



　言語体系研究部

（1）話しことばにおける文の構造の研究　　　　　　　　　　　第一研究室

　　話しことばの文の構造を記述するために，次の二つのことを行った。文

　の認定の基準について検討した。資料として，テレビの対談番組を録画し，

　文字化の一部を行った。また，関連して，直接話法・間接話法，引用表現

　について，その構文的な特徴を記述するために用例を収集した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23ページ参照）

②　言語計量調査一テレビ放送の用語調査　　　　　　　　　　第二研究室

　　テレビ放送は，新聞や雑誌とともに現代のマスコミュニケーションの中

　核を撮っている。また，テレビ放送で使われていることばは，国民の言語

　形成にも強い影響を与えているといわれている。本研究は，このようなテ

　レビ放送のことばの語彙構造，テレビらしい語彙とは何か，その位相差，

　番組との関係などを明らかにする。

　　本年度は，データの収集（録画），文字化（一部），プログラム開発など

　を行った。（24ページ参照）

（3）文字・表記の研究の国際的現状の調査　　　　　　　　　　第三研究室

　　文字・表記の研究は，その基盤をなす思潮が，最近，国際的に変化して

　いると言われる。わが国における日本語の文字・表記の調査研究が，その

　ような国際的思潮とどう関わり合いうるか，検討し，今後の文字・表記の

　調査研究のありかたを，探索しようとする。そのための手掛かりとして，

　隣本で翻訳・紹介された海外の研究文献を，その翻訳・紹介されたかたち

　で収集し，そこに引用されている文献の一覧の作成に着手した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（27ページ参照）

（4）雑誌90種資料における和語表記の調査　　　　　　　　　第三研究室

　　國立国語研究所が実施した現代雑誌90種の語彙調査の資料について，

　和語の表記に漢字やかながえらばれるのは，どんな条件のもとであるかを

　調査した。かな表記率がたかくなるのは，動詞や形容詞・副詞，意味が抽

　象化したばあい，いくつかの漢字表記の可能なばあいなどである。

一3一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（31ページ参照）

　言言吾行動研究部

⑤　現代敬語行動の研究一言語行動の目的・機能および対人的な配慮を明示

　する言語表現についての研究一　　　　　　　　　　　　　第一研究室

　　這出行動としての敬語行動を把握する視点を考察し，その視点から具体

　的な敬語行動を調査・記述する方途を探る基礎的な研究を継続した。研究

　計画の最終年次として，とくに言語行動の種類や機能を明示する言語表現

　類型の実例について整理と分析を進め，次年度の報告論文公表に備えた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（32ページ参照）

⑥　現代敬語行動の研究一学校生活における敬語の研究一　　　第一研究室

　　現代R本語社会における敬語の実態を把握する調査研究の一環として，

　従来議論の多い学校生活における敬語の実態をとらえることを目標とする。

　第2年度として，山形県の中学校および大阪府の高等学校においてアンケー

　ト調査，面接調査，録音収集などを実施し，その整理を進めた◎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（34ページ参照）

（7）漢字仮名まじり文の読みの過程に関する研究　　　　　　　第二研究室

　　読みの眼球運動における一つ一つの注視点の位置と，停留時間を，文章

　に重ねて表示するシステムを検討している。読み手の頭が多少動いても文

　章の上の注視点の位置を正確にとらえる装置をめざして，改良中である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（36ページ参照）

⑧　談話中での音声特徴の変動についての準備的研究　　　　　第二研究室

　　談話中に生じる音声特徴の確率的変動の実態を把握するための方法論お

　よび実験・解析手法についての準備的研究をおこなった。　（37ページ参照）

　言語変化研究部

⑨　方言文法地図作：成のための研究　　　　　　　　　　　　　第一研究室

　　これまでに記述されている各地の文法事象が，どこに，どのような広が

　りをもって分布しているかを，全国的視野で明らかにするために，ゼ方言

　文法全圏地図2（全6集の予定）を作成し，刊行する。本年度は，前卑度
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　に刊行した第一集（助詞編）に続く第2集（活用編至）の刊行のための準

　備を行った。（38ページ参照）

⑬　方言分布の歴史的解釈に関する研究　　　　　　　　　　　第一研究室

　　方言分布の歴史的性格を解明し，それによって従来の国語史を見直すた

　めの基礎的研究を行う。本年度は，1）『日本言語地図』の関連意味項冒地

　図作製のための準備，および一部の項目の地図化，2）歌語コマ（駒）を

　通して晃た方言の史的位相性についての考察，3）東西対立公布の成立過

　程についての考察，などを行った。　（41ベージ参照）

（11＞自然科学用語の語史研：究　　　　　　　　　　　　　　　　第二研究室

　　主に明治聴代の専門書・概説書・啓蒙書などから用例採集を行った。ま

　た，江戸蒔代の重要な蘭月辞典である『和蘭字彙』のオランダ語見出しの

　L～Zまでの部分について，B本語訳の用語調査を行った。（45ページ参照）

（i2）英和辞書における訳語の研究　　　　　　　　　　　　　第二研究室

　　語別訳語対照一覧表の検討・調整及び訳語索引の作成を行った。その際，

　漢字表記の訳語の読み方（索引の見出し）を決める整理基準を前年度に引

　続いて決定した。（49ページ参照）

㈱　　ガ花梛春話』の文体別使用語彙の比較研究　　　　　　　　第工研究室

　　書きことばにおける漢語の使用状態は文体による相違が著しい。そこで

　岡一作品の翻訳で，同一訳者による，文体の異なる作品『欧州奇事花柳春

　言翻（漢文直訳体）と『通俗花柳下話』（和文体）の語彙について比較し，

　その三門語比較表を作成するための準備作業を行った。（56ページ参照）

　言語教育研究部

⑯　児童・生徒の漢字習得に関する調査研究　　　　　　　　　第一研究室

　　兜童・生徒の漢字の習得過程を明らかにすることを目・的とする。本年度

　は次の調査研究を行った。

　（1）漢字の読みと書きとの違い，音読みと訓読みとの違いなどについて分

　　析した。また補充的に行った100字置書き取りテストの結果について分

　　労した。
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　②　漢字の学習指導に関するアンケート調査の分析を行った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（57ページ参照）

（15＞児童・生徒の語彙力調査のための基礎的研究　　　　　　　第一研究室

　　児童・生徒の語彙力を調査するための基礎的な研究を行うことを目的と

　して，本年度から行っている。本年度は，次の調査研究を行った。

　（！＞調査語彙の選定に関する基礎的研究……教育基本語彙データベースの

　　拡充・構成作業を行った。

　（2）語彙力の畑鼠方法に関する基礎的研究……前年度行ったテストの解答

　　の正誤判定を行い，一一部分析を行った。　（59ページ参照）

⑯　幼児・児童の書きことばの獲得に浸する調査研究　　　　　第一研究室

　　幼児ならびに就学前後の兜童の読み書きの獲得過程を，とくに社会的・

　文化的な状況に注目して明らかにするため，保育園での参加観察を続け，

　幼児と保育者の書きことばを仲立ちにした媚互作用場面の映像・音声資料

　を収集した。　（61ページ参照）

　情報資料国乱部

働　資料評価のための探索的研究　　　　　　　　　　　　　第一研究室

　　本研究は，圏立霊山研究所に蓄積された資料を調査・整理し，あわせて，

　それらの資料にまつわる情報を広く収集することによって，資料の特性の

　把握のあり方，及び効率的かっ的確な資料の活用の可能性を探る（資料の

　評価）ことをEl的とする。平成元年度は，所内の録音資料について調査対

　象・形式・記載内容を検討し，一部情報を収集した。また，所外機関の資

　料活用法の調査として，国立民族学博物館などを見学した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（62ページ参照）

㈱　新聞における国語関係記事の蓄積と活用法に関する準備的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第一研究室

　　昭和24年から継続して蓄積されている「新聞所載国語関係記事切抜集」

　に索引をっけ，検索できるようにし，資料としての活性化をはかることを

　目的としている。本年度は，次の二つのことを行った。
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平成元年度刊行物等の概要

　日本語の母音，子音，音節一調音運動の実験音声学的研究一　（＄R告100）

　この研究は現代の標準的なEi本語（いわゆる標準語）の規範的な発音につ

いて，とくにその音節とフォネームのもつ調音音声学的な特徴を詳細にあき

らかにすることを目的として国立国語研究所で長期にわたっておこなわれだ

実験音声学的研究の成果をとりまとめたものであり，さきに母音一般，とく

に単独に発音されたばあいのものに眼幽した研究『X線映画資料による母音

の発音の研究　一一フォネーム研究序説一S（国立国藷研究所報告60，1978）の報告

につづくものであり，以下の3章からなる。担当は上村幸雄（前話しことば

研究室艦長，昭和51年3月に琉球大学教授として転出），高田正治（前言語行動研

究部第3研究室主任研究嵐平成元年3月停葎退職）。第1章「序説」では，まず

研究の目的と方法の概要とをのべ，また，この報告で使用されている標準語

の音韻体系にたいする見解と音韻的な表記法とを簡潔にのべてある。つぎに，

この研究で分析の対象にした無意味単語の発話群を一覧表の形でしあし，そ

の発話の分析Eil的を解説している。最後にここでとられた方法と，使用した

実験装置についてのべている。この報告の大部分をしめる第2章では，岡一

の発話者についての次の4種類の調音音声学的な資料1）X線映画フィルム

資料，2）動的人工隣蓋資料，3）声道内気圧の資料，4）呼気流量の資料が整理

された形で掲載されている。第3章では，第2章に掲載された4種類の資料

を詳細に検討し，相互に比較することによって，またこれらの資料を，その

調音運動の結果としての音声についてのサウンドスペクトmグラムを主とす

る音響学的資料と比較対照させることによって，主として2音節からなる無

意味単語の明瞭で規範的な発音のばあいにおける，日本語のすべての母音フォ

ネームとすべての子音フォネームの調音音声学的な性質，そして，それらフォ

ネームが相互にくみあわさってっくられるM本語のほぼすべての音節の調音

音声学的な性質を詳細にあきらかにした。
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話しことばにおける文の構造の研究

A　目 的

　話しことばの分析は，書きことばに比べてあまり進んでいないのが現状で

ある。話しことばの構文を記述し，その特徴を明らかにすることによって，

話しことばの論理とは何かをさぐる手がかりとする。

B　担　当　者

言語体系研究部第一研究室

　室長（事務取扱）　宮島達夫　　研究員 山崎　誠　鈴木美都代

C　本年度の研究経過

1．話しことば資料の収集

①1週間にテレビで放送された／6の対談番組（計9時間）を録画し，

　文字化の一部を行った。

②文の認定の基準について検討した。

2．話法・引用に関する研究

①文学作品を中心として，「と」「～（っ）て」などによってあらわさ

　れる，引用を含む文の用例を採集した。

D　次年度の予定

　！，2の資料とも，さらに補充を行う。1については，構文情報を付与し

て，構文パターンとして整理する。2については，引用動詞の種類と用法を

記述的に明らかにする予定である。
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言語計量調査

　　　　　　テレビ放送の用語調査

　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　テレビ放送は，新聞や雑誌とともに現代のマスコミュニケーションの中核

を担っている。また，テレビ放送で使われていることばは，国昆の言認形成

にも強い影響を与えているといわれている。本研究は，このようなテレビ放

送のことばの語彙構造，テレビらしい語彙とは何か，その位相差，‘番組との

関係などを明らかにする。

　調査対象は，東京をキーステーションとする7っのチャンネルの1年間の

放送から504分の1の割合で抽出したサンプル，約70万長単位（助辞を含

む）である。

　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

言語体系研究部第二研究室

　室長　中野　洋　　研究員　石井正彦　　研究補助員　小沼　悦

言語体系研究部第一研究室

　研究員　山麟　誠

　　　　　　　　　　　C　本年度の研究経過

1．データの収集

　　平成元年4月2日（日）から平成2年3月31N（土）までの1年間52

　週に放送された東京をキーステーションとする7チャンネル6放送局のテ

　レビ放送（NHK，　NHK教育，日本テレど，　TBSテレビ，フジテレビ，

　テレビ朝日，テレビ東京）から，504分の1の割合で，5分間の標本を

　1456標本採集した。

2．文字化データの作成のための準備作業

　　　　　　　　　　　　　　　一24一







文字・表記の研究の国際的現状の調査

A　目 的

　文字・表記の研究は，その基盤をなす思潮が，最近，国際的に変化してい

ると言われ，文字が言語を貯蔵するという文字観も，表語文字から表音文字

への発達という歴史観も，絶対視されなくなった。わが国における日本語の

文字・表記の調査研究が，そのような国際的思潮とどう関わり合いうるか，

検討し，今後の文字・表記の調査研究のありかたを，探索する。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

言語体系研究部第三研究室

　室長　石井久雄　　研究員　高木　翠

C　本年度の経過

　B本で翻訳・紹介された海外の研究文献を，その翻訳・紹介されたかたち

で収集し，そこに引用されている文献の一覧の作成に着手しt。これを，今

後，本格的に海外の研究文献を調査・収集してゆくための，手掛かりとしよ

うとしている。

1．調査対象について

　　日本で翻訳された海外の研究文献として，引用文献を収集する対象の中

　心としたものは，次である。

　○文字・表記の専門書・概説書

　　カーロイ・フェルデシ＝：パップ著（1966琿初版，1984黛新版），矢島文夫・

　　佐藤牧夫訳（1988年，岩波書店）　『文字の起源』

　　アルベルティーン。ガウアー；著（！984年ロンドン，1985年ニューヨーク），

　　矢島文夫・大城光正訳（1989年，原書房）　　r文字の歴史　起源から現
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雑誌90種資料における和語表記の調査

　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　国立国語研究所が実施した現代雑誌90種の語量調査の資料は，30数年前

のものではあるが，いまでも現代書きことばの基本資料としての価値を失っ

ていない。さきに，漢語・外来語の表記について報告したが，今回は和語の

表記を，特にかな。漢字の使い分けに重点をおいてしらべる。

　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

言語体系研究部第三研究室

　部長　宮島達夫　　研究員　高木　翠

　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

　調査を終了し，報告をまとめた。これは，次年度の『研究報告集』に発表

する予定である。おもな結果は，つぎのとおり。

（1）のべ語数による品詞別かな表記率は，名詞33％，動詞60％，形容詞・

　副詞68％，接続詞・感動詞90％，全体では52％で，ほぼ半分の語がかな

　で書かれている。

②　実質的な意味の単語が文法的手段として使われたり，具体的な意味が抽

　象化したりすると，かな表記率がたかくなる。

（3）いくつかの漢字表記が可能な語は，かな表記率がたかくなる傾向がある。

（4）当用漢字制定による漢字歯跡の影響の有無は，共時的分析だけでは不明

　である。
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現代敬語行動の研究

言語行動の目的・機能および対人的な配慮を

　　明示する言語表現についての研究

A　目 的

　言語表現をととのえ，言語行動としての敬意表現をささえる配慮に基づく

と考えられる，以下の工っの言語表現類型の実態を記述的にとらえることを

霞的とする。これにより，言語行動としての敬意行動を把握する視点を探る。

（／）言語行動の成立要件（例えば，言語行動の主体，話題，媒体，場面，談

　話構成など）に対入的な配慮を加えていることを明言する言語表現

②　その時行う言語行動の種類や機能それ霞体を明言する言語表現

　（それぞれの表現類型の異体例は，『年報36β7』を参照されたい。）

B　担　当　者

言語行動研究部第一研究室

　室長　杉戸清樹　　研究補助員　塚田実知代

C　本年度の作業

　この研究は，昭和60年度文部省科学研究費補助金・奨励研究「言語行勤

の目的・機能および対人的な配憲を明示する言語表現」（代表・杉戸）以来

継続したもので，平成元年度は5か年計画の最終年度にあたる。

　研究のまとめに向けて，前詑の二つの言語表現類型について，従来継続し

た各種の資料の収集を収束させ，報告論文のための整理と分析を進めた。と

くに，②言語行動の種類や機能を明示する表現について，学術論文を中心と

する書き言葉資料の実例の整理に重点をおき作業を進めた。この成果は平成

2年度に報告論文として公刊する予定である。
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現代敬語行動の研究

　　　　　学校生活における敬語の研究

A　目的と内容

　現代日本語社会の敬語の実態をとらえるために，これまで主として地域社

会，職場社会において調査研究が重ねられている。本研究では，こうした研

究の一環として，従来議論の多い学校生活における敬語の実態を把握し，議

論のための確実な基礎を築くことを回避とする。具体的には，中学校・高等

学校を中心とする各学校の日常生活における生徒。教師の敬語行動を臨地調

査により把握しようとする。

B　担　当　者

言語行動研究部第一研究室

　室長　杉戸清樹　　研究貴　尾崎喜光（元．5．16から）

研究補助員　塚田実知平

日：本語教育センター第一研究室

　研究員　相澤正夫（山形県の調査に調査員として協力した）

C　本年度の研究経過

　平成元年度は3年計画の第2年度にあたる。前年に実施した準備調査に基

づいて，以下の調査を実施した。

　（1）山形県東田川郡三川町立三川中学校での調査

　　①アンケート概観調査（全生徒339人）

　　②面接事例調査（7グループ42人）

　　③録音資料収集（クラス討論場面，生徒会場面，クラブ活動場面）

　②　大阪府内の高等学校での調査

　　①アンケート概観調査（10校，総計約1，050人）
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漢字仮名まじり文の読みの過程に関する研究

　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　漢字仮名まじり文の読みの過程とアルファベットの文字体系による読みの

過程を比較することによって，漢字仮名まじり文の読みの特徴を明確にする。

　研究方法は，当面は，読みの際の眼球運動の測定を用いる。

　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

言語行動研究部第二硯究室

　部長　神部尚武

　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

　本年度は，特別研究5年計画の3年次に当たり，次の研究を行った。

　（1）読みの眼球運動における一つ一つの注視点の位置と，停留時間を，文

　　章に重ねて表示するシステムを検討している。読み手の頭が多少動いて

　　も文章の上の注視点の位置をIE確にとらえる装置をめざして，改良中で

　　ある。

　（2＞研究結果の一部を「鰻球運動と読みの過程（Q）一測定法の問題一

　　一」という題で，日本心理学会第53回大会論文集（1989．11．28－30筑波大）

　　に報告した。また，「横組み一その可読性について」という題で，ア

　　ステ　第7号（1989）に報告した。

　　　　　　　　　　　　D　今後の予定

（1）注視点記録装置を完成する。

②　注視点の位置と停留時間が文章の中のどのような要因の影響をうけるか

　を明らかにする。
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談話中での音声特徴の変動についての

　準備的研究

A　目 的

　談話中に生じる音声特徴の確率的変動の実態を把握するための方法論およ

び実験・解析手法についての準備的研究をおこなう。

B　担　当　者

言語行動研究部第2研究室

　研究員　前川喜久雄

C　研究経過

　喉頭音源の有声旧聞の変動を研究対象とした。新たに導入したパソコン上

のデジタル音声分析システムを利用して自然談話中におけるイ）狭母音／u／

の有声子音の前での無声化ないしは弱化，ロ）無声子音間での広母音／a／

の無声化，ハ）母音間での無声子音／h／の有声化を観察して近傍音韻環境

の影響を把握したのち，音韻環境および発話速度が喉頭音源のon／offにお

よぼす影響を実験環境下において定量的に測定した。

　音韻環境については1）先行子音の調音様式の影響，2）後続子音の影響，3）

後続子音とともに音節を構成する母音の広／狭の差の影響，4）語頭／語中の

位置の差の影響を確認できた。発話速度に関しては外部クロックに同期させ

て発話をおこなう実験方式を採用し，7段階にわたって速度を変化させた実

験をおこなった。その結果，イ）は最高にちかい速度で生じること，ロ）は

やや速い速度で生じはじめること，ハ）は普通の速度においても頻繁に生じ

ていることを確認した。これらの実験結果は電子情報通信学会技術研究報告

SP－148に「発話速度による有声区聞の変動」と題して報告し，所外研究者

からの批判をもとめた。
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方言文法地図作成のための研究

　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　『方言文法金国地図』の原稿を作成し，『方言文法全国地図』を刊行する

ことを目的とする。

　『方言文法全国地図』は，文法事象に関するこれまでの研究に地理的視野

を与えることを目的としている。これまでの方言文法研究は，各方雷におけ

る耀々の文法事象の特徴や文法体系の特徴を，共通語と対照しっっ，あるい

は方言独自に記述するものが主であった。本書の刊行の霞的は，これまでに

記述されている各地の文法事象が，どこに，どのような広がりをもって分布

しているかを，全国的な視野で明らかにすることによって，以下に記すよう

な分野の研究あるいは教育に貢献することにある。

　（1＞各地の文法体系に関する研究を促進する。

　②　分布類型論，および，方言区画論に寄与する。

　（3＞文法事象の全国分布を言語地理学的に解明する。

　（4）全國共通語の基盤とその成立過程を明らかにする。

　（5）文献研究による臼本語の歴更と方言分布との関連について考察する。

　⑥　方書社会，あるいは，方言地域出身者に関わる国語教育・日本語教育

　　のあり方について検討する。

　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

言語変化研究部第一研究室

　室長　沢木幹栄　　研究員　小林　隆　大西拓一郎（2．3．1から）　白沢宏

枝非常勤研究員W．A．グu一タース佐藤亮一

　平成元年度の地方研究員は次の各氏に委嘱した。
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方言分布の歴史的解釈に関する研究

A　目 二二

　方言分布の歴史的性格を解明し，その成果に基づいて従来の国語史を見直

す。ここでは，霊に，方言・文献間における語の意味の対応関係，方言の史

的位相性，全国方言分布の成立過程の三つのテーマについて明らかにするた

めに，基礎的な問題の考察，資料の整備，新たな調査の企画などを行う。国

立国語研究所が，これまで蓄積してきた方言地理学的方法・資料を，今後国

語史に生かしていくという，発展的継承のための研究と位置付ける。

B　担　当　者

言語変化研究部第一研究室

　研究員　小林　隆　白沢宏枝

　　　小林は，仕事の全体を担当し，白沢は，下記C（！）の白地図の製作，お

　　よびアルバイターの管理に協力した。

C　本年度の仕事

（1）方言・文献聞における語の意味対応についての考察

　　文献国語史と方言地理学との対照から語史の構成を行おうとする場合，

　同一語形であるにもかかわらず，文献と方言とで意味が対応しない現象

　がしばしば確認され，問題となっていた。しかし，この問題を詳しく検

　回するためには，現在公にされている方言地図の項目では著しく不十分

　であり，体系的かっ詳細に意味項目を設定した地図が必要となる。そこ

　でまず，　『日本言語地図』の身体項因について，関連意味項閉（例えば，

　〈下顎〉に対して〈上顎〉〈頬骨〉など）の全国方言分布地図を作製す

　る。そして，その資料を，意味的に一二のある語史の記述に役立てる。
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自然科学用語の語史研究

A　目 的

　幕末・明治期には，それ以前の時代の日本語の語彙に著しく欠けていた自

然科学関係の用語が多く作られたり，中国から取り入れられたりした。それ

らの語の歴史については，ほとんど明らかにされていない。この研究では，

数学・物理学・化学・生物学・医学・天文学。地学における用語，約400語

の定着してゆく歴史を明らかにする。

B　担　当　者

言語変化研究部第二研究室

　部長　飛田良文　　室長　梶原滉太郎　　研究補助員　中山典子

C　本年度の作業

　以前の作業で選び出した用語について，それらの定着してゆく歴史を明ら

かにするため，前年度に引き続き自然科学関係の専門書・概説書・啓蒙書な

どから用例採集を行った。本年度は数学・物理学・化学・生物学・天文学・

地学の6科目について，主に明治時代の文献延べ37冊から合計約7，000枚

の用語カードを作成した。

　数学……合計5冊，合計744ページ

　’『星学図説』巻上・下　いずれも明治4年　神田孟恪（訳）

　’『地文学簡易教科書・全』　明治31年：横山又次郎（編）

　’『天文学一夕話3　明治35無　村上春太郎

　’『天文講話』　明治35年　横山又次郎

　物理学……合計7冊，合計1，803ページ

　’ゼ地質学教科書』　明治29葎　横山又次郎（編）
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英和辞書における訳語の研究

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　幕末の開国によって，わが国は西洋の劇度・文物を盛んに取り入れたが，

それにともなって近代市民社会において種々の用語が必要となった。そして，

「哲学」「抽象」などの人文科学関係の用語も多く作られて，こんにちに至っ

ているが，その過程はほとんど明らかにされていない。この研究では，幕末

から昭和までの英和辞書61種を使って英語見出し300語の訳語の変遷を明

らかにする。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

言語変化研究部第二研究室

　部長　飛田良文　　室長　梶漂滉太郎　　研究補助員　申山典子

　　　　　　　　　　　　C　本年度の作業

　本年度は，語別訳語対照一覧表の検討，調整を行った。その際漢字表記

の訳語の読み方（索引の見出し）で，問題となった訳語に次のようなものが

ある。

　Anthropology

　O人才一人性論，人身論，人類學などから類推して「ジンガク」とする。

　　　　　　漢音＋呉音ではあるが，「學」は一般にヂガク」と読むことか

　　　　　　ら「ジンガク」とした。

　Competition

　O相争一「相争フ」の漢字を音読したものと解釈し，「ソウソウ」と読

　　　　　　んだ。

　○共進一三進（型先を競って進むこと）の誤りか。
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『花柳春話』の文体別使用語彙の比較研究

A　目 的

　口語文の成立する以前に主流を占めていた漢文直訳体と和文体とが現代語

の源流として，どのような役割を果たしたかについては全く明らかにされて

いない。『花柳春話』は明治初期の代表的翻訳小説で，漢文直訳体と和文体

のこ通りの翻訳がある。この二種類の文体に現れる語彙を比較し，文体の特

色と現代語とのつながりを探る。

B．担　当　者

言語変化研究部第二研究室

　部長　飛田良文　　研究補助員　中山典子

C　本年度の作業

　書きことばにおける漢語の使用状態は文体による相違が著しい。そこで同

一作品の翻訳で，同一訳者による，文体の異なる作品『欧州奇事花柳春話』

（漢文直訳体）と『通俗花柳春話毒（和文体）の語彙について比較し，その対

応語比較表を作成するための準備作業を行った。

D　今後の予定

　漢文直訳体の漢語は，和文体ではどのように対応しているか，一覧表を作

成し，文体の特色を明らかにする。
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児童・生徒の漢字習得に関する調査研究

A　目 的

　児童・生徒の漢字の習得過程を明らかにすることを冒的として，昭和56

年度から行っている。

　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

言語教育研究部第一研究室

　室長　島村直己　　研究補助員　小高京子

　　　　　　　　　　　　C　本年度の作業

　（1）科研費「常用漢字の学習段階配当のための基礎的研究」（1982～1984年

　　度）で行った漢字の習得度調査の結果を，次の二つに潔してさらに分析

　　した。

　　①漢字の習得率と画数との関係について分析した。音謂単位に計算す

　　　ると，読みの場合は画数の多い漢字は響得率が高く，書きの場合は画

　　　数の多い漢字は醤得率が低い。読みと書きの違いについて検討した。

　　②音読みと訓読みとの関係について分析するために，上記調査の一部

　　　として行った習得量調査の結果をコンピュータに入力した。

　　③上記調査の補充的な調査として行った100字の書き取りテストの分

　　　析を行った。分析結果を，N本国語教育学会言語部会（1990．／，20）で

　　　報告した。

　（2）科研費「漢字情報のデータベース化に基づく常用漢字の学習段階配当

　　に関する研究」（1986～1988年度）で行った漢字の学習指導に関するアン

　　ケート調査の分析を行った。分析結果の一部を，全国大学国語教育学会

　　（1989．　8．3）で報告した。
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児童・生徒の語彙力調査のための基礎的研究

A　目 的

　児童・生徒の語彙力を調査するための基礎的な研究を行うことを目的とし

て，本年度から行っている。

B　担　当　者

言語教育研究部第一研究室

　室長　島村直己　　研究補助員　小高京子

C　本年度の作業

（1＞調査語彙の選定に関する基礎的研究

　　科研費「漢字情報のデータベース化に基づく常用漢字の学習段階配当

　に関する研究」（1986～1988年度）で作成した教育基本語彙データベース

　の拡充・校正作業を行った。このデータベースには，現在までに，阪本

　一郎氏の『教育基本語彙』（1958年）『新教育基本語鍵』（1983年）に収録

　されている語彙を登録している。

（2）語彙力の測定方法に関する基礎的研究

　　語彙力を測定するためにどのような方法が適切であるかを，児童・生

　徒にテストを行って検討することを目的としている。本年度は，前年度

　行ったテストの解答の正誤判定を行い，一部分析を行った。

D　次年度の予定

1．調査語彙の選定に関する基礎的研究

　教育基本語彙データベースの拡充・校正作業を続行する。

2．語彙力の測定方法に関する基礎的研究
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幼児・児童の書きことばの獲得
　に関する調査研究

A　目 的

　幼児ならびに就学前後の児童の読み書きの獲得過程を明らかにする。とく

に幼児・児童の書きことばの獲得を可能にしている社会的・文化的な状況に

注目して，その構造と機能を明らかにする。

B　担　当　者

言語教育研究部第一研究室

　研究員　茂呂雄二・

C　本年度の経過

（1）保育園における参加観察

　　本年度は幼児一保育者の相互作用過程に焦点を当てた。保育園に設定

　されている朝の自由保育の時間を週に一回参加観察した。

②　保育者の働きかけについての映像資料の収集

　　朝の自由保育時聞に見られる，保育者の絵本の読み聞かせ，幼児と保

　育者の共岡の読み書き，幼児同士の読み書きを中心に約10時間の映像

　資料を収集した。

D　次年度の予定

（1）本年度採集した保育者の働きかけについての映像資料を談話分析し，

　相互作用パターンを取り出す。

（2）一斉保育場面の保育者の働きかけの映像資料を収集する。
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資料評価のための探索的研究

A　目 的

　言語研究において資料を的確かっ高度に利用するためには，言語学におけ

る資料のありようそのものを研究することが必要である。本研究は，国立国

語研究所に蓄積された資料を調査・整理し，あわせて，それらの資料にまつ

わる情報を広く収集することによって，資料の特性の把握のあり方，及び効

率的かっ的確な資料の活用の可能性を探る（資料の評価）ことを目的とする。

B　担　当　者

情報資料研究部第一研究室

　室長（事務取扱）江川清　研究員

都喜江

井上優　研究補助員辻野

C　本年度の作業

　平成元年度は，所内の録音資料について調査対象・形式・記載内容を検討

し，一部情報を収集した。また，所外機関の資料活用法の調査として，国立

民族学博物館などを見学した。

D　次年度の計画

（1）国立国語研究所から出された報告集に関連する所蔵資料（社会言語学・

　言語地理学をのぞく）を調査し，その目録を作成する。

②　所外の資料活用法について，書籍・雑誌等で情報を収集するとともに，

　外部研究機関（京都大学大型計算機センター等）を見学する。

③　言語研究における資料のありかたについて考察する。
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新聞における国語関係記事の蓄積と
　活用法に関する準備的研究

A　目 半白

　昭和24年から継続して蓄積されている「新聞所載国語関係記事切抜集」

は，現在，各月ごとに日付順で製本されているだけなので利用しにくい。こ

れに索引をつけ，検索できるようにして，資料としての活性化をはかること

をiヨ的とする。

B　担　当　者

情報資料研究部第一研究室

　室長（事務取扱）　江川　清

助員　辻野都喜江

研究員　井上　優　中曽根仁　　硬究補

C　本年度の作業

　本年度は次の二つのことを行った。

　1　新聞記事収集・保存の方法についての検討

　2　パソコン上で「新聞記事台帳」を作成するための検討

　以下に，具体的な方法や作業の経過を述べる。

1，　新聞記事収集・保存について

　　この調査は，「国語及び国語問題に関する情報の収集・整理」のテーマ

　で旧文献調査室で行っていたものを継承している。

1．1．調査対象とする新聞の検討

　　前年度までは，一般紙8紙（金国紙「朝日・毎Ei・読売・産経・東京・

　日経」，地方紙「北海道・西日本」）から記事を収集してきた。また，「図

　書新聞」「新聞協会報」など，一般紙以外からも記事の収集をしてきた。

　しかし，本年度は，検討のうえ，5月から「朝日・毎日・読売」の3紙に
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社会言語学資料についてのデータベース
　構築に関する準備的研究

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　これまでに国立国語研究所の内外で行われてきた各種の社会言語学的調査

研究によって，膨大な量の資料が蓄積されてきている。本研究は，これら調

査資料の育効的活用をはかるためのデータベース構築にむけて，その準備的

調査研究を行うことを目的とする。

　　　　　　　　　　　　　B　担　i当　者

情報資料研究部第二研究室

　室長　米田正人　　研究員　熊谷康雄　　研究補助員　礒部よし子

　　　　　　　　　　　C　本年度の研究経過

　準備的研究の初年度として，全体的な枠組み，および作業手順などの検討

を行った。また，出版が遅れていた言語行動場面に関する報告書，「場面と

場面意識』（国立国語研究所報告102，三省堂刊）を刊行した。なお，データベー

ス構築に関する作業経過の具体的な内容は以下に示す1．から3．のとおりで

ある。

1．所内蓄積資料の調査・整理

　　国立国語研究所が創立以来蓄積してきた社会言語学的調査資料を整理す

　るための具体的な作業手順について検討を行った。

2．データベース構築の問題点の整理・検討

　　上記資料をデータベース化する際に発生するであろう問題点の洗い出し

　を，具体的事例に基づいて整理・検討した。

3．所外資料の調査

　　国立國語研究所外で作成された社会言語学的資料の所在等に関する調査
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文献情報の収集・整理法に関する準備的研究

A　目 的

　國語学及び関連諸科学の研究動向を把握し，より効率的に文献情報を提供

するために，文献・研究情報全般について，収集法及び整理法の検討を行う。

B　担　当　者

情報資料研究部第二研究室

　部長　江川　清　　研究員 田原圭子　俘藤菊子

C　本年度の研究経過（2年計画第1年度）

　本年度は次のことを行った。

1．　『国語年鑑』の作成

1．1．　文献及び研究情報の収集・整理

　　刊行図欝の調査　1989年度に当研究所で受け入れた図書およそ2，000冊，

　並びに「H本全国書誌」（国立国会図書館編）等から得た文献情報62，000件

　余りを調査対象にして，各々の内容を調査し日本謳関係の文献を選び出し

　た。採録範囲内のものについては，書名・著（編）者名とその読み・発行

　所・発行年月・判型・ページ数・呂次・解説・分類記号を記載したカード

　を作り，分類男此面カードを作成した。1990年3月20B現在で約1，600

　枚の収集。整理を行った。

　　雑誌論文の調査　1989年度に当研究所購入の諸雑誌，並びに大学，学

　会，研究所等から寄贈された雑誌，紀要・報告類約870誌（臨時受入誌を

　含む）及び抜制等を調査し，日本語関係の研究論文・記事を選び出した。

　採録論文・記事については，題目・筆者名とその読み・小名・巻号数・発
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大量日本語データの蓄積と検索に

　関する基礎的研究

　　　　　　　　　　　　　A　目的・意義

　本研究は，各種の調査に使用するシステムおよびプログラミング技術に関

する方法の開発を主琶的とするものである。この研究は，現代臼本語研究に

必要な日本語データベースの作成データベース化のための基礎資料の収集，

データ提供手段の開発，用語・用字調査の効率化をはかる方法論の研究に役

立っものとなる。

　また，日本語処理のための電子計算機導入に伴う，基本機能・システム構

成を検討する場合にも重要である。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

情報資料研究部電子計算機システム開発研究室

　室長　斎藤秀紀　　室長事務取扱　江川　清（元．10．1から）　　研究補

助員　米田純子

　　　　　　　　　　C　本年度の研究および作業

1．　言語処理に関する基礎的研究

　　前年度に引き続き，現代日本語の用例集を対象とした総合データベース

　を作成するため，新聞3紙（昭和41年発行・朝日・毎日・読売各1年分）

　のKWIC用例集（約200万用例）の校正および修正作業を行った。

　　また，漢字総合辞書（機械処理用漢字辞書）の修正を行うとともに，漢

　英辞典の巻末音訓索引を入力し，修正作業を行った。

2．装置の導入および運用に関する研究

　　汎用電子計算機入れ替作業を行い，今後の計算機システムに関する資料

　の収集を行った。
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　　　　　　国語辞典編集のための用例採集

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　日本語用例辞典「日本大語誌」（仮称）編集のため日本語全般の用例集め

を最終的な目的とするが，番面の諮標である1901年～1950年（明治34年

～昭和25年）の資料を対象とし，なるべく広範囲に用例を採集する。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

　主幹　飛田良文　　室長　木村睡子　　主任研究窟　高梨信博　　研究員

　藤原浩史（1．7．16から）　　調査員（非常勤）　伊土耕平（1．8．1から）

貝美代子　菅野　謙　久池井紀子　高橋美佐　服部　隆　林　　大　樋野雅

彦Gコ2．1から）

　　　　　　　　　　　　　C　本年度の作業

1．　醐語辞典編集調査会の開催

　　調査会の委員には所外委員ユ1入，所内委員5人を委羨した（任期2年）。

　　（所外委員）

　　菅野　謙　　大正大学教授

　　箆坊豪紀　　元国立国語研究所第三研究部長

　　阪倉篤義　　甲南女子大学教授

　　佐藤喜代治　東北大学名誉教授

　　惣郷正明　　朝日新聞社社友

　　田島　宏　　明治大学教授

　　林　　大　　国立国語研究所名誉所員

　　松井栄一　　山梨大学教授

　　馬渕和夫　　前中央大学教授
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日本語の対照言語学的研究

A　目的と内容

　本研究は，「外国語としての日本語の研究」の中心的分野をなすものであ

り，日本語を外国藷としてとらえ，諸外国語と対照しつつ記述的研究を行お

うとするものである。本年度は次の2テーマを実施した。

　①日本語音声の研究

　日本語の音声，特にアクセント，イントネーションについて，諸外国語と

対照させる際の基礎資料を得るため，また，外国人日本語学習者の学習困難

点を予測するために，機能面を中心に基礎的研究を行う。

　②単語の意味記述に関する対照語彙論的研究

　日本語と外国語との語彙面における対照研究の一般的方法論を確立するこ

とを目指して，日本語の単語と外国語の単語とを対照させる際の概念枠，あ

るいは意味分野の設定方法について検討する。また，一言語辞書と二言語辞

書の訳語・語釈を対比させながら，単語の意味記述に用いられる説明言語の

特性を明らかにするための調査研究を行う。

B　担　当　者

日本語教育センター第一研究室

室長　鮎澤孝子（①）　　研究員　根澤正夫（①，②）

C　本年度の研究経過

　①日本語音声の研究（5年計画5年次）

　アクセントについては，東京語のすべての単純動詞，及びそれからの転成

名詞のアクセントに関する小調査の結果に，新たな資料を『新明解国語辞典

（第4版）』（三省堂）から追加して集計・分析を行い，機能面からの考察を加
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日本語教育のための述部からみた文構造の研究

A　目 的

　日本語文の核となるのは，述部（動詞，形容詞，形容動詞，名詞＋だ）で

ある。個々の述部をめぐる名詞句等の現れかたに関する情報は，外国人日本

語学習者にとって不可欠のものであるが，従来これを具体的・体系的に記述

したものはない。本研究は，実際の用例に基づいてこの点を明らかにし，B

本語教育のための基礎資料を得ようとするものである。

B・担　当　者

日本語教育センター第一研究室

　室長　鮎澤孝子　　研究員　相澤正夫

C　本年度の研究経過

　前年度に引き続き，「読売新聞」の解説ぺ・一一ジ（！982年5月25日から11

月30日までの6か月余）に掲載された記者署名入りの解説記事の本文から，

該当する全ての述部の用例を段落レベルの文脈付きで採集し，分類・整理を

行った◎また，資料体として新たに「岩波ジュニア新書」を加え，解説的な

文章を選んで，用例採集を試行した。

D　今後の予定

　引き続き，側々の述部をめぐる名詞旬等の現れかたの実態について新書を

中心に用例採集を行う。また，踏本語教育のための基本語彙調査』（報告

78）で選定された「二字漢語＋スル動詞」（体の類にある）を中心に，これ

までに採集した用例を整理して，用例集を試作する予定である。
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日本語教育の内容と方法についての調査研究
一4年制大学における写本語教員養成の分野を対象とする一

A　目 的

　外国人に対する日本語教育の現状と過去の実績について，教授法，教育内

容，教材に関する問題点を収集整理し，日本語教育に関する研究上の方法論

と具体的対策を検討し，日本語教育の内容と方法の向上改善に資する基礎的

な研究資料を得ることを目的とする。

B　担　当　者

日本語教育センター第一研究室

　室長　鮎澤孝子　　研究員　相澤正夫

C　本年度の研究経過

　4年制大学における日本語教員養成の分野についての調査研究の第2年次

にあたり，前年度に引き続き，国立9大学私立9大学の日本語教員養成の担

当者，及び文部省，文化庁の担当官に出席を依頼し，平成元年ll月！8日に

日本語教育研究連絡協議会を開催した。

　臼本語教員養成のための学部の課程，大学院の課程を修了した者の進路，

教育実習の方法，問題点等について，それぞれ該当する大学から報告があっ

た。また，副専攻で日本語教員養成コースを取った者に交付する「証書」の

書式等についての協議が行われた。教育実習における評価の方法に関連し，

海外での語学教育における評価項目の資料が紹介された。

　なお，平成2年3月に「日本語教育の内容と方法についての調査硬究」資

料⑥『4年制大学におけるR本語教員養成カリキュラム』を作成し，関係者

に配布した。これは，のべ52の大学と大学院の日本語教員養i成のための主

専攻・副専攻コースのカリキュラム，および授業内容の現状をまとめたもの
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日本語と英語との対照言語学的研究
　一日本語。英語の構造とその運用について

　言語間の伝達における諸問題の調査・分析一

A　目 的

　外国語を完全に習得するためには，言語の論理的な構造だけでなく，それ

をコミュニケーションの手段として使う際の話者の心的態度，表現意図など

の理解と，運用能力の開発が必要である。本研究は，英語を母語とする学習

者が日本謳を学習する際に直面する障壁の一つであるそれらの側面について

日・英語の比較対照を行い，日本語教育の充実発展の基礎資料として供する

ことを囲的とする。

B　担　当　者

日本語教育センター第二研究室

室長　西原　鈴子

C　本年度の作業

（1）意味論と語用論の接点にある諸要因について，内外の研究者による研究

　成果の調査を行った。

②　日・英語の構造に見られる文脈的制約の実証的研究の一環として語用

　論的前提を含む副詞群の文脈資料を日・英翻訳文献から収集した。調査対

　象にしたのは，「やはり」（「やっぱり」，「やつぱし」），「やっと」，「もちろ

　ん」，「なにしろ」，「ともかく」（「とにかく」），「とうとう」，「どうせ」，

　「せめて」，「意外に」（「意外と」），「案外」（「案外と」，「案外にも」）であ

　る。各々について，日本語における文脈付き用例およびその英語翻訳例を

　収集した。

③　結束性の指標の一つとしての指示詞の文脈資料を，同じく日・英語翻訳
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簡約日本語の創成と教材開発に関する研究

A　目 的

　国際共通語としての日本語を世界により広く進めるためには日本語のむず

かしい点を取り払いエッセンスとしての日本語を創り出す必要がある。これ

を「簡約日本語」と称する。この研究はこの「簡約日本語」を創成しこれを

実際に教育するための教材等を作成することを目的とする。

B　担　当　者

日本語教育センター第二研究室

所長　野元菊雄　　研究員　川又瑠璃子　　事務補佐員　江田真帆

C　本年度の作業

　本年度は次のための作業などを進めた。

　　1　現行の日本語教科書の中から文型を提出順に取り出す。

　　2　現行の日本語教科書の中から基本的な文法事項を取り出す。

　　3　簡約日本語に使われる語彙2，000語中の多義語について，利用可能

なKWICを使い，文脈から意味の使用頻度を調べる。作業の経過は次の通り

である。

1．　文型について

　　現行の日本語教科書の中から文型を提出順に取り出す作業を行い，「簡

　約日本語」に取り入れる文型を決定するための資料を作成中。

　　調査した教科書数は16である。

2．　文法事項について

　　R本語教科書の中から文法事項を取り出し，文型とともにデータバンク

　として蓄え，必要に応じて取り出せるよう作成申。
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日本語教育に関する情報資料の収集・提供

A　目 的

　第二言語としての日本語教育を有効に行うために，これまでの国内・国外

における日本語研究・日本語教育の実態，及び日本語教育に関する教科書・

副教材・視聴覚教材などの情報資料を収集整理し，今後の研究及び教育の参

考資料として提供し得るよう整備することを目的とする。

B　担　当　者

日本語語教育センダー第二研究室

室長　西原鈴子　　非常勤研究員　小出いずみ（元．4．1．～2．3．31）

C　本年度の作業

（1）日本語教育に関する情報資料収集の目的で，来日中の言語教育専門家に

　よる講演会を開催した。講演者は，シンガポール大学教授　NSプラブー

　氏，及びレニングラード文化大学助教授　イリーナ・バス女史である。

②　第二言語としての日本語教育に関する教科書，副教材，辞典及び対照研究

　に参考となる言語研究・外国語教育研究に関する文献を収集・整理した。

（3）日本語教育に関する文献調査をもとにして，内部資料『日本語教育学会

　誌・機関誌掲載論文等文献一覧』（1989），及び『日本語教育文献索引』

　（1986）を作成，関係各方面に配布した。

D　今後の予定

引き続き，文献等の情報資料の収集・整理を行い，提供に備える。
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日本語とインドネシア語との対照言語学的研究

　　　　　　　　　　　　A　舅　　　的

　臼本語とインドネシア語の言語構造及び語彙の比較・対照硯究を行い，そ

の成果がインドネシア人学習者に日本語を効果的に教授する際の指針となり

うる基礎的資料を提供することを目的とする。本年度は，次のテーマについ

て研究を行った。

　！）　日本語とインドネシア語の移動現象の比較

　2）　臼本語とインドネシア語の擬声語・擬態語の比較

　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

日本語教育センター第三研究室

　室長　正保　勇

　　　　　　　　　　　　C　本年度の作業

1）上記研究テーマの1）に関して

　イ）インドネシア語の新聞，雑誌，小説等より，移動現象が関与している

　　構文の例文を収集した。

　ロ）主として英語の移動現象に関する文献を参考にして，インドネシア語

　　の移動現象の特質を明らかにした。その際，特に次の諸点を中心に考察

　　を行った。

　　①移動によって元あった位置に生じる空乱購の同定。

　　②移動が関与している構文の派生上の制約，及びそれらの構文の担う

　　　談話文法的機能。

　　③情報構造の点から観た派生主語の満たすべき条件。

　本考察を進める過程で，インドネシア語の名詞句の定・不定と派生主語と
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日本語と中国語との対照言語学的研究

A　目的と内容

　外国語を教育する際に，その対象言語と学習者の母語との間の異同点に関

する知識が十分にあり，その知識に基づいて教育が行われれば，学習者は効

率よく対象言語を習得することができると考えられる。本研究は日本語と中

国語を対照し，中国語話者に日本語を教育するうえで有益な知識を得ること

を圏的とする。本年度は以下の題圏の研究を行った。

（1）日本語の中の漢語と中国語との語構成の対照研究

（2）日本語と申国語との格表現の対照研究

B　担　当　者

日本語教育センター第四研究室

室長（事務取扱）　水谷　修　　研究員　水野義道

C　本年度の経過

　上記（1＞の研究については，日中両語の新聞から複合語の実例を収集・整理

し，考察を行ったQこの研究は本年度が三年計画の三年次であり，最終年度

である。

　②の研究については，日本語訳のある中国語の小説から対応する中国語と

目本語の用例を収集した。

D　今後の予定

　②の研究は，次年度が三年計画の三年次であり，最終年度となる。用例の

収集を継続するとともに，とりまとめを行う予定である。
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日本語教育研修の内容と方法についての

調査研究

A　目 的

　外園人に対する日本語教育に関して，教員の資質能力の向上を図ること，

また，教育の効率化を目指すことは，現在大きな社会的要請となっている。

本研究は，教員研修一般についてそのあり方を検討するとともに，国立国語

研究所で実施している研修に対して適切な指針を樹立するため，具体的な研

究及びその方法の開発を行うことを目的とする。

B　担　当　者

日本語教育センター日本語教育指導普及部日本語教育研修室

　室長　田中　望　　研究員　古川ちかし　石井恵理子　　研究補助員　早

田美智子　　研：究補佐員　斉藤里美（2．3，1から2．3．30まで）　　事務補佐官

笠井久美子

C　本年度の経過

　本研究は内容を二分し，

　1．　日本語教育研修の評価に関する研究

　2．研修効率向上に資するための調査研究

とする。

1．　田本語教育研修の評価に関する研究

　　日本語教員に要求される能力を検討し，

　どのようなものが適漁であるかということを，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本語教育の研修の内容として

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本語教育研修室の担当す

る三種類の日本語教育研修をとおして検討した。その一環として前年度に

引き続き，『日本語教育論集　一日本語教育長期専門研修昭和63年度報告一

6』（A5，114ページ）を刊行した。昭和63年度の日本語教育研修の報告

一97一





　言語教育における能力
　　　の評価・測定に関する基礎的研究

一臼本語教育プログラムの評価とその教育効果の測定を通し

　　てみた外国人学習者の日本語能力評価一

A　目 的

　外国人の日本語学習者に対する標準的な日本語能力試験の必要性は年々高

まっている。しかし，ある単一の能力尺度のみで，多様なB本語学習者の臼

本語力を測ろうとすることは現実的とは言えない。さまざまな言語能力分野

において，標準的な能力試験が受けられる体制が望ましい。本研究は，その

ための学習者の日本語能力分野と，その評価手法を体系付けるための基礎的

研究である。

B　握　当　者

日本語教育センター日本語教育指導普及部日本語教育研修室

　室長　田中　望　　研：究員　古川ちかし　石井恵理子　　研究補助員　早

田美智子　　研究補佐員　斉藤里美（2．3．1から2．3，30まで）　　事務補佐員

笠井久美子

C　本年度の経過

　本年度は，以下のような調査。研究を行った。

1．國内外の，

　力の規定とそのテストシラバスへの反映のしかた，

　にETS，　ACTFLのものについて検討した。

　　センターで行った実験授業からのデータ

主に日頭での言語運用能力試験における測定法，測定対象能

　　　　　　　　　　　　　　　　などを分析した。こと

2．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（教授項闘。教員の発話・学習

　者の発話／反応などをコースをとおして記録したもの）をまとめ，教育に

　おいて養成し得る能力と，その発現のしかた，発現の条件などの基礎的分
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H本語教育研修の実施

A　目 的

　日本語教育センター日本語教育指導普及部では，日本語教育の社会的要請

にこたえるために，専門家として日本語教員の育成とその資質能力の向上と

を目的として，教育研修の機会の場を提供している。本隼度も，これまで実

施してきたEI本語教育長期専門研修，特瑚集中研修，東京・大阪両地での日

本語教育夏季研修を実施した。

　長期専門研修は，将来，日本語教育の中心となる人材を養成することを目

的として，日本語教育の実務および研究の基礎知識について研修を行うもの

である。特別集中研修は，緊急にE体語教育の実務に従事しなければならな

くなった者に対し，約1か月の短期間に最小限の教授能力を授けることを目

的とする。夏季研修は，日本語教育の実務に現に従事している者のための現

職者研修であり，日本語教育の内容および方法について，ごく短期聞に研修

を行うものである。これらの研修に共通する特色は，研究所の調査・研究の

成果を十分目取り入れた研修内容にある。これらの研修によって育成された

「研究する教員」は，将来の日本語教育の質的向上に重要な役割を果たすも

のと思われる。

B　担　当　者

日本語教育センター日本語教育指導普及部日本語教育研修室

　センター長　水谷　修　　部長　上野田鶴子　　室長　田中　望　　研究

員　古川ちかし　石井恵理子　　研究補助員　早田美智子　　研究補佐員

斉藤　竪美（2．3．1から2。3．30まで）　　事務補佐員　笠井久美子
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日本語教育教材開発のための調査研究

A　目 的

　日本語教育教材開発室において行う教材等開発事業に平行して，その理論

的基盤を整備するための基礎的研究を行った。本年度の課題は，事業「日本

語学習辞典の編集」に対する基礎研究としての糖彙教材開発のための意味

論的研究」と，事業「日本語教育映像教材中級編の作成」に対応する「視聴

覚教材開発のための基礎的研究」の2点である。

B　担　当　者

E本語教育センターH本語教育指導普及部田本語教育教材開発室

　センター長　水谷修　　部長　上野田鶴子　　室長　中道真木男

研究員　中田智子

C　本年度の作業

1．語彙教材開発のための意味論的研究：既に発表されている各種の意味分

　析結果を利用して辞書記述の効率化に役立てるための研究の一部として，

　既存国語辞典等で意味記述に用いられている用語の実態を，ワードプロセッ

　サを用いて調査する作業を継続して行った。また，各種の日本語教育滋藤

　材に使用されている語彙・文型の収集を継続して行った。

2．　視聴覚教材開発のたあの基礎的研＝究：次の2点について研究を行った。

　①表現意図による発話の分類に関する研究：既に作成されている『日本

　　語教育映画　基礎編』の分析から作成した発話機能の分類案をさらに検

　　討・修正し，本年度に作成した『日本語教育映像教材　中級編　ユニッ

　　ト4』の内容決定に役立てた。

　②映像教材の利罵と補助教材開発に関する研究：作成中の『日本語教育
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談話の構造に関する対照言語学的研究

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　中上級向けの日本語教育に役立てるため，B本語において談話の構成を表

示するために機能する手段と談話構造の規剴性とを明らかにし，その内容を

他言語と比較して教育上に役立っ知見を得る。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

日本語教育センター

　センター長　水谷　修　　第一研究室　室長　鮎沢孝子

　第二研究室　室長　西原鈴子　　第四研究室　研究員　水野義道

　日本語教育指導普及部　部長　上野田鶴子

　日本語教育教材開発室　室長　中道真木男　　研究員　中田智子

　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

　談話研究全般の動向，主な研究課題と接近法などに関する研究会を引き続

き開催した。特に，談話構造を表示し，話し手の意図，感情等を付随的に表

現する音声的手段および非言語的伝達手段に関する課題を探索した。また並

行して，基礎資料となる日本語の話しことば文字化テクストを計算機に入力

し，出現語藁の調査等を継続して行った。

　　　　　　　　　　　　　D　今後の予定

　音声的手段を始めとする非書語的伝達手段を含めた総合的な伝達行動にお

いて，各伝達手段が表示する意味内容について観察し，言語間の比較を行う

ため，新たな研究計画を立案するQ
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日本語学習辞典の編集

　基本語用例データベースの作成

A　目 的

　外国人のための日本語学轡辞典を作成するための基礎として，個々の語の

現実の使用例の収集に暴つく用例資料を蓄積し，日本語教育の観点から用法

分類を施して，辞書の原形となる用例集を作成するとともに，教授者用資料

として提供する。

B　担　当　者

呂本語教育センター田本語教育指導普及部日本語教育教材開発室

　センター長　水谷　修　　部長　上野田鶴子　　室長　中道真木男

研究員　中田智子

C　本年度の作業

1．　「基本語用例データベース作成作業委員会」の開催

　　データベース作成の方針および具体的作業計画等の検討のため，委員会

　を設置し，会議を4回開催した。この委員会には，所外委員5名，所内委

　員3名を委嘱した。

　　（所外委員）

下木ゆかり

桜木　紀子

土屡　博嗣

沼田　善子

馬場　良二

（所内委員）

中道真木男

（東海大学講師）

（クロスカルチャー事業朋講師）

（明治学院大学助教授）

（同志社女子大学講師）

（熊；本女子大学講師）

（日本語教育教材開発室長）
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日本語教育モデル教材の作成

A　目 的

　日本藷教育における有効適切な教材の開発を目ざして，モデル教材を作成

する。本年度の課題は，映像素材を日本語教育に利用する方法を改善するこ

とを目的とし，内容・提示方法の両面について研究するためのビデオテープ

素材を作成する「日本語教育映像教材　中級編の作成」である。

B　担　当　者

日本語教育センターE体語教育指導普及部日本語教育教材開発室

　センター長　水谷　修　　部長　上野田鶴子　　室長　中道真木男

研究員　中田智子

C　本年度の作業

　継続して作成しているゼ日本語教育映像教材　中級編』のうち，61年度

作成の「ユニットlj，62年度作成の「ユニット2」，63年度作成の「ユニッ

ト3」に続く，「ユニット4」を企画・綱作した。その題名及び規格等は，

次の通りである。

イ。題名及び内容

　　日本語教育映像教材　中級編

　　　ユニット4「意見の違う人に　　問いかえし・反論一」

　　　　セグメント19　イベントを提案する

　　　　セグメント20　相談をまとめる

　　　　セグメント21打ち合わせをする

　　　　セグメント22交渉をする

　　　　セグメント23会場の準備をする
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日本語教育参考資料の作成

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　日本語教育に従事する人々の理論面における知識の向上を図るため，種々

の分野における参考図書・資料を刊行する。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

日本語教育センター日本語教育指導普及部日本語教育教材開発室

　センター長　水谷　修　　部長　上野田鶴子　　室長　中道真木男

研究員　中田智子

　　　　　　　　　　　　　C　本年度の作業

　継続して刊行している『日本語教育指導参考書』シリーズの一部門して下

記参考書を編集・刊行した。約500部を国内の日本語教育機関等に配布する

ほか，大蔵省印捌局より市販された。

L　題名　『外来語の形成とその教育』（日本語教育指導参考書16）

　　執筆者　カッケンブッシュ寛子（広島大学教授）

　　　　　　大曽美恵子（関西外国語大学教授）

　　規格等A5版175ページ

2．　題名　　il敬語教育の基本間題（上）』（日本語教育指導参考書17）

　　執筆者　窪沼富男（東京外国語大学教授）

　　規格等A5版133ページ

　　　　　　　　　　　　　D　今後の予定

　『日本語教育指導参考書』シリーズの編集・刊行を継続して行う。
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文部省科学研究費補助金による研究

　日本語音声における韻律的特徴の実態とその教育に関する総合的研究

　一外国人を対象とする礒本語教育における音声教育の方策に関する研究一

　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表者　野元菊雄）〈重点領域研究（1）〉

〈研究目的〉

　平成元年度発足の文部省科学研究費補助金重点領域研究「日本語音声にお

ける韻律的特徴の実態とその教育に関する総合的研究」は，総括班と，採択

された10の計画研究班，及び，多数の搭募濫訴の中から選ばれた八つの公

募研究班の，合計19の班で構成される。そのうち，ここで報告するのは計

画研究班の一つ，研究の成果を実際の教育面にどう実現していくか，を担当

するD班のうちのD－1班とされているものであり，班の研究項目は「外国

人を対象とするEI本語教育における音声教育の方策に関する研究」である。

　この重点領域研究全体の圏点は次の通りである。すなわち，今日の日本語

が今までとは比較にならないほど国際的に重要な位置を占め，Ell本語の学習

者が世界的に激増しているにもかかわらず，日本語の音声教育に役立っよう

な硬究が大変遅れている，という状況下で，B本語音声のうち，特に話しこ

とばの上で重要な役割りを果たす，アクセント，イントネーション，リズム，

ポーズ等の韻律的特徴に焦点を絞り全国共通の材料について方言音声を収集

して，日本語の韻律的特徴の本質を明らかにし，臼本語教育，国語教育に真

に役立っような研究をすることである。具体的には各研究班が下記の（A＞～の）

を目的として研究を推進する。

　　（A）冒本各地域の音声の収集と研究

　　（B）音声データベースの作成・保存と利用に関する研究

　　（C）韻律的特微の音響的，生理的研究及び言語理論の確立

　　（D）N本語教育及び国語教育のための韻律的特徴の客観的研究及び音声

　　　教育方法の研究

一　125　一















































　　　　　　　　　　　図書の収集と整理

　前年度に引き続き，研究所の調査研究活動に必要な研究文献及び言語資料

を収集，整理し，利用に供した。

　また，例年のとおり，各方面から多くの寄贈を受けた。寄贈者各位のご好

意に対して感謝する。

　平成元年度に受け入れた図書及び逐次刊行物の数並びに蔵書累計は，次の

とおりである。

　　図轡

　　　　受入　1，8！4冊

　　　　　　　購入　　寄贈　　製本雑誌　　その他　　　計

　　　零［1書　　　　　736　　　　252　　　　　　232　　　　　　　48　　　　　1，268

　　　洋書　　　　　410　　　　　40　　　　　　　96　　　　　　　　0　　　　　　　546

　　　　言書　　　　1，146　　　　292　　　　　　328　　　　　　　48　　　　　1，814

　　　　蔵：書数　80，574冊（平成2年3月3i日現在）

　逐次刊行物（学術雑誌，紀要，無報類）

　　　　継続受入　850種

　　　　　　　　購入　　寄贈　　計

　　　　示日　　　　　　　　49　　　　714　　　　763

　　　　洋　　　　64　　23　　87

　　　　計　　　　　　　　113　　　　　737　　　　850
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　　　　　　　　　　　庶　務　報　告

　　　　　　　　　　　　1　庁舎及び経費

窪．　庁　舎

所在東京都北区西が丘3丁霞9番14号

敷地　　　　　　　　　　　　　1G，030㎡
建　物

　第一号館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（延）　　　5，719㎡

　　（管理部門。講堂・図書館・日本語教育センター）

　第二号館　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　（延）　　3，015㎡

　　（研究部門）

　第三号館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（延）　　　238㎡

　　（会議室・その他）

　第一資料庫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（延）　　　213㎡

　第二資料庫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　106㎡

　その他付属建物　　　　　　　　　　　　　　（延）　　　330㎡

　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（延）　　9，621㎡

2，経　費

平成元年度予算額

　　　　　　　人件費　　　　　　　　　　　　　（465，470，000　N）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　465，470，000円

　　　　　　　事業費　　　　　　　　　　　　　（227，720，000　N）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　234，185，000円

　　　　　　　合計　　　　　　（693，190，000円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　699，655，000　rc

　　　※上段カッコ内は補正後予算額下段は当初予算額を示す。
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